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香川県のホームページ　 https://www.pref.kagawa.lg.jp/
さぬき野のページ　　　 https://www.pref.kagawa.lg.jp/kocho/koho/sanukino.html
香川県東京事務所　　  〒１０２-００９３  東京都千代田区平河町２-６-３都道府県会館９階 TEL０３-５２１２-９１００
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春

門前町を、
 遊ぶ。
春のこんぴらさんへ。

特集

ヒト×モノ讃岐デザイン

知事対談
香川県知事

タイ

東京2025デフリンピック
バドミントン混合団体金メダリスト

池田 豊人片山 結愛

 美しき珍名物、鯛の浜焼き。

会話が生まれるデザイン。

静岡県生まれ。大学でフラ
ンス文学、大学院で美学・
美術学を学ぶ。「黒猫の遊
歩あるいは美学講義」でデ
ビュー。斬新で、時に芸術
的なトリックの多彩さが人
気。昨年「あの日、タワマン
で君と」がテレビ番組や
SNSで話題に。

ミステリー小説家
森晶麿さん

香川に住んで

はじめたこと

　

森
さ
ん
が
第
1
回
ア
ガ
サ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
賞
を
受
賞
し
、

作
家
デ
ビ
ュ
ー
し
た
の
は
2
0
1
1
年
。そ
の
半
年
後
に

埼
玉
県
か
ら
香
川
県
高
松
市
に
移
り
住
ん
だ
。引
っ
越
し

先
を
決
め
た
の
は
、森
さ
ん
の
妻
。夫
婦
に
3
人
目
の
子
ど

も
が
生
ま
れ
、マ
ン
シ
ョ
ン
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め「
小
説

家
は
パ
ソ
コ
ン
ひ
と
つ
あ
れ
ば
ど
こ
で
も
で
き
る
仕
事
」と
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

全
国
各
地
の
物
件
を

検
索
し
、高
松
市
の
住

宅
を
見
つ
け
た
の
だ
。

　

移
住
し
て
す
ぐ
に

家
族
が
変
わ
っ
た
。内

気
だ
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
学
校
の
仲
間
と
な
じ
ん
で
、

単
刀
直
入
で
明
る
い
性
質
を
存
分

に
発
揮
。地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

で
剣
道
を
習
い
始
め
る
と
心
身
が

た
く
ま
し
く
な
っ
た
。妻
は
、都
市

機
能
が
ミ
ニ
マ
ム
に
集
約
さ
れ
て

暮
ら
し
や
す
い
と
喜
ん
だ
。家
族

か
ら
肩
の
力
が
抜
け
て
大
ら
か
に

な
り「
住
む
場
所
の
気
風
は
こ
ん
な

に
人
に
影
響
す
る
ん
だ
」と
驚
い
た

と
い
う
。

　

高
松
で
の
14
年
が
過
ぎ
、中
堅

小
説
家
と
な
っ
た
森
さ
ん
。大
手
出
版

社
か
ら
50
冊
超
の
ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
を

発
表
し
つ
つ
、昨
年
、プ
ロ
小
説
家
が
対

面
で
読
者
に
著
作
を
販
売
す
る
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト「
ね
じ
の
市
」を
立
ち
上

げ
た
。小
説
の
新
た
な
流
通
を
生
み
出

す
こ
と
の
使
命
と
面
白
み
を
感

じ
て
い
る
。挑
戦
的
な
活
動
を

始
め
る
に
あ
た
り
、心
の
師
匠

に
し
た
の
が
、昭
和
期
に
商
業

デ
ザ
イ
ナ
ー
や
画
家
、著
作
家

と
し
て
活
躍
し
た
香
川
県
出
身

の
マ
ル
チ
プ
レ
イ
ヤ
ー
、和
田

邦
坊
だ
。

　
「
東
京
時
代
、記
者
の
地
位
を

獲
得
す
る
た
め
渋
沢
栄
一
や
高

橋
是
清
の
自
宅
へ
と

突
撃
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
敢
行
し
、帰
省
後
は

琴
平
の
お
茶
菓
子
を
高
松
で
広
め
る
た
め

に
大
き
な
茶
会
を
設
け
る
な
ど
、開
か
な
い

は
ず
の
ト
ビ
ラ
を
開
け
る
た
め
の
発
想
が
、

ぶ
っ
飛
ん
で
る
」と
、強
く

リ
ス
ペ
ク
ト
。

　

小
説
も
小
説
の
届
け
方

も
創
造
す
る
森
さ
ん

を
、香
川
の
文
化
や

風
土
が
、日
々
そ
っ
と

応
援
し
て
い
る
。

香川の第一印象は「うどんがうまい」。今では県外出張後に必ず釜揚げうどんを食べる。「湯気の奥の真っ白な麺をすくい、
ネギとショウガで清めただしに浸して体に入れる。これはみそぎの儀式です」と、表現者ならではの視点。

高松市街地のセレクト書店「本屋ルヌガン
ガ」で。店主夫妻と交流があり、昨年はここ
で「壁をはしごに変える」をテーマにトークイ
ベントを行った。

散歩好き。市街地に出ることは少ない
が、日常的に川辺や田んぼの周辺を
歩き、サギやキジ、カメなどを観察。

昨年12月発行の「消失村の殺戮
理論」は、注目された「切断島
の殺戮理論」の続編。

家族は、人間5人と猫
2匹。一日の多くの時
間を執筆に費やす一
方、森さんが数学、妻
が英語を近所の子ど
もに教えている。「ミス
テリーは証明」なので
数学は得意。

く
に
ぼ
う

さつりく

土
地
の
持
つ
気
風
は
、

家
族
を
変
え
る
。

ミ
ス
テ
リ
ー
小
説
家 

森
晶
麿
さ
ん

あ
き
ま
ろ
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味も姿も清らかな「加美代飴」。
小づちで割って幸せのお裾分け
ができるお土産として人気。

か  み  よ あめ



2                                 1

琴平文具店
店内で醸造する4種のオリジナルクラ
フトビールと、四国内のブルワリーか
ら取り寄せた2種を、軽食やおつまみ
と共に味わえる。

呑象ブリューイング
ビーガン、ベジタリアン対応の13～14
種のベーグルが並ぶ。低温発酵した
生地はモチモチ食感。地元産の野菜
や果物を使った月替わりも。

Bagel House KOTOHIRA
四国4県の茶葉を使ったお茶と、それ
に合うフードを提供。香川のお茶は三
豊市高瀬町で栽培された茶葉を発酵
させた和紅茶などが登場。

日常にときめきをもたらす文具がそろ
う。香川の方言や景色を表したマスキ
ングテープなど、ローカル色あふれる
ものはお土産に人気。

The TeaRoom KOTOHIRA

コ   

ト

ベ   

ガ   

ス

　

に
ぎ
や
か
な
金
刀
比
羅
宮
の
表
参
道
か
ら
少
し
離
れ
た

場
所
に
、地
元
に
愛
さ
れ
る
新
町
商
店
街
が
あ
る
。ア
ー

ケ
ー
ド
に
漂
う
昭
和
の
ム
ー
ド
、歌
舞
伎
絵
の
看
板
な
ど
が

愛
好
家
に
知
ら
れ
る
も
の
の
、穏
や
か
な
町
の
時
間
が
流

れ
、旅
人
の
姿
は
多
く
な
か
っ
た
。

　

一
昨
年
、そ
こ
に
ウ
イ
ン
ド
ー
い
っ
ぱ
い
の
笑
顔
の
鬼
が

現
れ
人
々
を
驚
か
せ
た
。こ
の
鬼
は
複
合
施
設「
K
O
T
O

V
E
G
A
S
」の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

こ
の
施
設
は「
地
域
ま
る
ご
と
ホ
テ
ル
」が
コ
ン
セ
プ
ト
。

空
き
店
舗
や
空
き
家
を
改
修
し
た
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
と
シ
ョ
ッ
プ

で
構
成
さ
れ
、そ
れ
ら
を
起
点
に
、琴
平
の
町
で
暮
ら
す
よ
う

な
特
別
な
宿
泊
体
験
を
作
り
出
す
。

　

ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
な「
K
O
T
O
V
E
G
A
S
」の
出
現

で
、重
厚
な
店
構
え
の
老
舗
商
店
や
、地
元
オ
ー
ナ
ー
の
こ

だ
わ
り
が
詰
ま
っ
た
個
人
店
の
持
ち
味
が
よ
り
際
立
ち
、商

店
街
全
体
が
格
段
に
面
白
み
を
増
し
た
。若
い
旅
行
者
が

歩
く
姿
も
見
か
け
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
現
象
は
他
の
場
所
で
も
起
こ
っ
て
い
る
。

表
参
道
は
も
ち
ろ
ん
、J
R
琴
平
駅
と
琴
電
琴
平
駅
の
周
辺
、

駅
と
参
道
の
間
を
流
れ
る
金
倉
川
沿
い
に
も
新
し
い
店
や

宿
が
で
き
、新
旧
の
施
設
が
入
り
組
ん
で
、町
に
奥
行
き
が

生
ま
れ
た
の
だ
。さ
ら
に
、近
年
は
地
元
の
事
業
者
や
担
い
手

た
ち
が
連
携
し
、食
や
文
化
、ア
ー
ト
、滞
在
体
験
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
切
り
口
か
ら
町
の
魅
力
を
再
発
見
す
る
取
り
組
み
が

続
い
て
い
る
。金
刀
比
羅
宮
と
い
う
大
き
な
存
在
に
寄
り
添

い
な
が
ら
、そ
れ
だ
け
に
頼
ら
な
い
、新
た
な
観
光
の
形
を

育
て
て
い
る
の
だ
。

　

こ
の
春
、琴
平
を
訪
ね
る
な
ら
、駅
か
ら
急
い
で
参
道
を
目

指
す
の
は
粋
じ
ゃ
な
い
。く
つ
ろ
げ
る
カ
フ
ェ
や
レ
ス
ト
ラ

ン
、セ
ン
ス
の
い
い
雑
貨
や
日
用
品
店
、工
芸
や
ア
ー
ト
の
あ

る
場
所
へ
と
。寄
り
道
を
繰
り
返
す
の
が
、町
を
遊
ぶ
極
意
だ
。

町笑う、ことひら歩き。
江戸時代には、一生に一度はこんぴら参りと言われ、庶

民の憧れだった金刀比羅宮。その門前町も、その頃か

らずっと日本中の人々に親しまれてきた。近年、歴史と

伝統が残るその街並みに、現代風のしゃれた施設が加

わり、これまでと違う表情を見せている。この春、暖か

な風を感じながら新しい琴平を歩こう。

KOTOVEGAS ワクワクのある4 SHOP

こ  と  ひ  らぐう

ベーグル       ハウス       コ   ト   ヒ   ラ どんぞうザ       ティールーム        コ   ト   ヒ   ラ



讃岐はタヌキゆかりの地。ご当地には、タヌキが登
場する昔話が数多くある。旅姿の「ぼんやり子だ
ぬき」に癒やされる。店頭のカプセルトイも人気。

ぼんやり子だぬき
ご利益や 【石段192段目】

　
春
の
こ
と
ひ
ら

気
に
な
る
モ
ノ
・
ア
ジ
。

おいりソフト発祥の店で見つけた新スタ
イルのどら焼き。あんことカカオがコラ
ボした春の一番人気とか。季節限定のイ
チゴなどのフルーツと生チョコバージョ
ンがある。

こんぴらどら焼き
ことひらテラス 【表参道】こんぴら歌舞伎大芝居の幟と同

じ生地と模様が、切り取り方で
琴平オリジナル柄の鼻緒に。丈
夫で履き心地が良く、手放せな
い一足になる。

オリジナルモデルの下駄
池商店 【石段69段目】

げ た

のぼり

あめ

石段の起点近くにあるア
カボシ珈琲店にはテラス
席があり、犬の同伴可能。
ドリンクとおしゃれなス
イーツ、シューパリジャン
やカヌレも味わえる。

瀬戸内ソーダと
シューパリジャン＆カヌレ
アカボシ珈琲店 【表参道】

色鮮やかで大胆なデザインの香川県の
伝統工芸品「讃岐のり染め」がひときわ
目を引くバッグ。

讃岐のり染めバッグ
ゲンのみせ 【表参道】

和雑貨を扱うお店で見つけた美しい
「御朱印帳」。金刀比羅宮から御朱印
を始めるのもおすすめ。

御朱印帳
岩座 【表参道】

香川県産の卵を使い、懐
かしい固めから、とろけ
る食感まで6種類以上の
バリエーションがある。
幸せの黄色いプリンは瀬
戸内レモンが香るジュレ
が美しい。

幸せの黄色い
プリンなど
こんぴらプリン 【表参道】

手作りのアイシングクッキー
は現地のみの限定販売。大
クスがそびえる中庭は、ペッ
トと一緒にくつろげる。

アイシングクッキー
金陵の郷 【表参道】

表紙、中紙、パーツと数万
通りの組み合わせから生ま
れる世界でただ一つのオリ
ジナルノート。旅の思い出
をつづる楽しみもある。香
川ならではの文具も見逃せ
ない。

オリジナルノート
「kotonote」
琴平文具店 【新町商店街】

香川県を代表する甘味「和三盆」と香川県
産の新鮮な卵をたっぷり使って焼き上げ
たこしあん入りの「石松まんじゅう」。運が
良ければ週末に実演も見物できる。

石松まんじゅう
紀の國屋 【石段52段目】

こんぴらさんの御神酒を造る酒造会社の甘酒を使った
新感覚ドリンク（アルコール１％未満）。

フルーツ甘酒
金陵の郷 【表参道】

四国の特産品や地元農家
の野菜を使ったベーグル
は、常時13種類以上もあ
り、ヴィーガン、ベジタリア
ン対応。海外からの観光客
や地元の人たちにも人気。

ベーグル
Bagel House KOTOHIRA  【新町商店街】

クラフトビールは、店内の醸造所で
醸された4種類と、四国内の醸造所
から取り寄せた2種類が楽しめる。写
真は軽やかな味わいの「ことひらケ
ルシュ」。

オリジナルクラフトビール
呑象ブリューイング  【新町商店街】

ベーグル　  ハウス    コ   ト   ヒ   ラ

どんぞう

香川県産ドライフルーツを使った特
製のあめ。日照りの多い讃岐の恵み
の雨と、香川県産の恵みから生まれ
た飴とをかけて名付けられた。

恵みのあめ
池商店 【石段69段目】

4                                3

江戸時代、参拝客の港であった丸亀の
名物「おいり」。今ではソフトクリームの
トッピングとしても大人気。数々の店先
をそれぞれのおいりが彩る。

丸亀おいり
中田屋箸方昭商店 【石段192段目】

門
前
町
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、
ず
ら
っ
と
並
ん
だ

店
を
思
い
の
ま
ま
に
の
ぞ
い
て
み
る
こ
と
。
今
回

は
、新
町
商
店
街
と
金
刀
比
羅
宮
の
大
門
に
続
く

表
参
道
を
訪
ね
、春
ら
し
い
品
々
を
ご
紹
介
。

金倉川

新
町
商
店
街

表
参
道

↑
本
宮

1
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3

3

3
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10

10

10
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13

2

2

4

4

7

7

6

6

8
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9

11

11

12

12

かも
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こんぴら歌舞伎オフィシャルサイト
https://www.konpirakabuki.jp/history/daikanban.html

創造を体験するホステル
廃墟だったビルを、ヴィンテージ感を生かし
つつ、4階はホステル、2、3階をアトリエやイベ
ント会場になるスペース、1階をカフェとして
改修。ビル全体で、香川の伝統工芸、地元作
家の写真や絵画に触れられ、チームでの創作
合宿にも利用できる。古今のアートと共に、豊
かな旅時間を創造しよう。

香川県仲多度郡琴平町725-1

Cabin

町の日常を感じる滞在
「地域まるごとホテル」を掲げる新町商店街
「KOTOVEGAS」の、一棟貸しのゲストハウ
ス。東洋思想の陰陽五行説の金・火・土・木・
水がコンセプトの独創的な5棟がある。全て
本格キッチンを備えて居住性が高く、サウナ
付きや犬連れ専用の棟もあり滞在に合わせ
て選びたい。一歩外に出れば、町の暮らしが。
香川県仲多度郡琴平町279-3

GOKAN KOTOHIRA
ゴ　 カ　ン　 　コ　　ト　　ヒ　 ラキャビン

金丸座の出店でも販売され、その後
も人気を博すオリジナルフレームの
「四国こんぴら歌舞伎大芝居記念切
手」。写真は昨年の「第38回 四国こん
ぴら歌舞伎大芝居記念切手」。

【お問い合わせ先】
日本郵便株式会社  四国支社
郵便・物流営業部（物販・郵便商品担当）
TEL 089-936-5257（直通）

歌舞伎の公演がないときも、歌舞伎
気分が味わえる仕掛けが「こんぴら
歌舞伎絵看板」。映画のポスターの
ように、見どころが描かれた人目を引
く絵看板は、金丸座に掲げられている
のはもちろん、琴平町歴史民俗資料
館には名作の肉筆が、町内の店舗や
新町商店街にはレプリカなどが展示
されている。絵看板が多い新町商店
街は「歌舞伎新町」の愛称がついた。

古き良き時代に包まれる
創業約400年の「虎屋旅館」の特別邸として
江戸末期に建てられた建物が、昨年、半世紀
ぶりにリニューアルオープンした。2間続きの
「菊の間」は、昭和天皇も宿泊したとりわけ贅
沢な空間。ふすまは金箔張り、武士や忍者が
忍ぶための「武者隠し」には鳳凰のレリーフも
ある。古き良き日本文化に包まれて眠る夜を。

香川県仲多度郡琴平町963

虎屋別館

琴平らしさを丸ごと
「さぬきライフスタイルホテル」として昨年10
月にオープン。ロビーに金刀比羅宮の境内に
陣取る飴屋、五人百姓を思わせる野だて傘、
カフェに地元出身の和田邦坊の絵画と地元
賛美があふれ、一日を締めくくる「宵うどん」
のお接待もある。どの客室も広々しており、う
どん尽くしのコンセプトルームも。

香川県仲多度郡琴平町字川西796-1

UDON na HOTEL 琴平

琴平には「もっと地元文化を知って欲しい」という思いのあふれる宿泊施設がある。
夜を越えれば、もっと町が好きになる。

カルチャーのある宿泊。

春風に拍子木の音が…
四国こんぴら歌舞伎大芝居

　

春
の
琴
平
と
言
え
ば
、話
題
に
上
る
の
が
江
戸

時
代
そ
の
ま
ま
に
芝
居
小
屋
で
幕
が
開
く「
四
国

こ
ん
ぴ
ら
歌
舞
伎
大
芝
居
」。今
年
は
4
月
10
日
か

ら
26
日
の
千
穐
楽
ま
で
、16
日
の
休
演
日
を
挟
み
、

17
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
る
。第
一
部
は
昨

年
の
大
河
ド
ラ
マ
で
も
取
り
上
げ
ら
れ
た
絵
師
を

描
い
た
演
目
と
狂
言
の「
花
子
」を
も
と
に
し
た
舞

踊
劇「
身
替
座
禅
」。午
後
か
ら
の
第
二
部
は
、大
化

の
改
新
を
素
材
に
し
た
と
い
う
壮
大
な
歴
史
ド
ラ

マ
と
、映
画
で
も
話
題
に
な
っ
た「
鷺
娘
」。幻
想
的

な
美
し
さ
の
中
、最
後
は
す
さ
ま
じ
い
踊
り
で
幕

が
下
り
る
。余
韻
ま
で
深
い
春
の
大
芝
居
だ
。

　

舞
台
と
な
る
国
の
重
要
文
化
財
・
旧
金
毘
羅
大

芝
居（
金
丸
座
）周
辺
は
、開
催
前
か
ら
華
や
か
な

ム
ー
ド
に
包
ま
れ
る
。表
参
道
に
鮮
や
か
な
の
ぼ

り
が
並
び
、4
月
9
日
に
は
人
気
役
者
が
顔
を
見

せ
る「
お
練
り
」が
行
わ
れ
、町
は
風
情
あ
る
熱
気

を
帯
び
て
ゆ
く
。

せ
ん
し
ゅ
う
ら
く

み
が
わ
り
ざ
ぜ
ん

は
な 

ご

さ
ぎ
む
す
め



こ
の
製
法
は
姿
を
消
し
た
。し
か
し
大
正
期
、浜
焼
き
の

消
滅
を
憂
い
た
人
物
が
新
製
法
を
編
み
出
し
、そ
れ
が
現

在
ま
で
伝
わ
っ
て
い
る
。昭
和
期
に
は
人
気
の
名
物
と
な

り
、引
き
出
物
や
贈
答
品
と
し
て
珍
重
さ
れ
た
。

　
現
在
、丁
寧
な
手
作
業
が
欠
か
せ
な
い
浜
焼
き
を
作
る
会
社

は
少
な
い
。高
松
市
中
央
卸
売
市
場
の
近
く
に
あ
る「
お
さ
か

な
工
房
ま
る
せ
ん
」は
、「
歴
史
の
あ
る
珍
し
い
郷
土
の
名
物

を
、ど
う
し
て
も
未
来
に
残
し
た
い
」と
、2
0
1
6
年
か
ら
製

造
を
始
め
た
。保
存
性
を
重
視
し
た
強
い
塩
味
を
和
ら
げ
る
な

ど
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は
行
い
つ
つ
、大
正
期
に
確
立
さ
れ
た
製

法
を
守
り
、生
き
締
め
し
た
瀬
戸
内
海
産
の
天
然
鯛
と
瀬
戸
内

海
産
の
塩
に
こ
だ
わ
っ
て
、歴
史
を
つ
な
い
で
い
る
。

　
温
暖
な
気
候
や
瀬
戸
内
海
の
恵
み
が
作
り
上
げ
た
、香
川

の
豊
か
な
食
文
化
。そ
の
美
味
に
は
ま
だ
ま
だ
、あ
な
た
の
知

ら
な
い
奥
が
あ
る
。

こ
も

お
か
し
ら
つ

　
鯛
の
浜
焼
き
は
、尾
頭
付
き
の
ま
る
ま
る
一
匹
の
鯛
を
わ
ら

で
編
ん
だ
菰
で
包
み
、し
っ
か
り
塩
味
を
つ
け
て
蒸
し
あ
げ
た

も
の
。素
材
の
味
わ
い
を
最
大
限
に
生
か
す
シ
ン
プ
ル
な
製
法

だ
が
、そ
の
過
程
に
さ
ま
ざ
ま
な
仕
掛
け
が
あ
る
。

　
ま
ず
は
瀬
戸
内
海
で
育
っ
た
鯛
を
生
き
締
め
に
。内
臓
を
取

り
、同
じ
く
瀬
戸
内
海
産
の
粗
塩
を
し
っ
か
り
擦
り
込
ん
で
い

く
。取
る
と
塩
味
が
入
り
過
ぎ
る
の
で
、ウ
ロ
コ
は
あ
え
て
そ

の
ま
ま
に
す
る
。

　
続
い
て
、あ
る
驚
き
が
仕
込
ま
れ
る
。内
臓
を
取
っ
た
腹
に

生
の
鶏
卵
を
殻
ご
と
詰
め
る
の
だ
。そ
の
理
由
に
は
諸
説
あ
る

よ
う
だ
が
、腹
が
太
っ
て
形
が
整
い
、ご
ち
そ
う
感
も
面
白
さ

も
増
す
の
は
間
違
い
な
い
。

　
菰
で
鯛
を
巻
く
作
業
は
工
芸
を
感
じ
さ
せ
る
。鯛
に
菰
を
被

せ
た
ら
、頭
、エ
ラ
、腹
、尾
の
付
け
根
を
わ
ら
縄
で
留
め
、持
ち

手
も
つ
け
る
。尾
は
、わ
ら
を
6
等
分
し
て
編
ん
で
か
ら
V
字

に
カ
ッ
ト
。最
も
手
間
を
か
け
る
部
分
だ
。全
体
に
は
ふ
く
よ

か
な
丸
み
が
あ
り
な
が
ら
、頭
や
尾
は
き
り
り
と
シ
ャ
ー
プ
。

正
月
の
し
め
飾
り
を
思
わ
せ
る
優
美
さ
で
は
な
い
か
。

　
菰
に
包
ま
れ
た
鯛
は
、専
用
の
窯
で
1
時
間
以
上
蒸

さ
れ
た
後
、冷
や
し
な
が
ら
乾
か
さ
れ
る
。ゆ
っ
く
り
蒸

し
て
ゆ
っ
く
り
冷
や
す
こ
と
で
、柔
ら
か
さ
を
保
っ
た

ま
ま
、皮
や
骨
か
ら
溶
け
出
し
た
う
ま
味
が
し
っ
か
り
身
に

入
る
の
だ
。そ
の
後
伝
統
の
製
法
で
さ
ら
に
塩
味
を
加
え

て
、仕
上
げ
と
な
る
。

　
鯛
の
浜
焼
き
は
そ
の
来
歴
も
興
味
深
い
。海
が
遠
浅

で
、晴
れ
の
日
が
多
い
香
川
県
で
は
、江
戸
時
代
か
ら

入
浜
式
塩
田
で
の
製
塩
が
盛
ん
だ
っ
た
。塩
田
で
集
め

た
濃
度
の
高
い
塩
水
に
熱
を
加
え
て
煮
詰
め
、で
き
た
塩

を
貯
蔵
す
る
際
、出
来
立
て
ア
ツ
ア
ツ
の
塩
に
カ
ヤ
の
葉
で

包
ん
だ
鯛
を
入
れ
て
蒸
し
た
の
が
浜
焼
き
の
祖
と
さ
れ
る
。明

治
末
期
に
塩
の
専
売
が
始
ま
り
製
品
管
理
が
厳
し
く
な
っ
て
、

「おさかな工房まるせん」は、明治期に魚屋か
ら始まり1952年に創業した、高松市中央卸
売市場内の仲卸業者「丸千」の加工部門。専
務の石原享祐さんが先導し、鯛の浜焼きを
作るために立ち上げた。

腹にそっと生卵を仕込む。卵を割らないよう
に菰を巻く力加減も難しい。

菰で巻いた鯛。見る者を、
おめでたい気持ちにさせる。

鯛の味わいを存分に引き出すため、蒸す時間
や温度を日々調整。

美しき珍名物、
鯛の浜焼き。
タイ

おいしい食べ物は各地にあれど、
自ら麺を湯がくなど初心者には難しい独特のうどん店マナー、
白みそ仕立ての汁にあんもちの入った「あんもち雑煮」など、
県外の人にとっては不思議な食文化があるのが香川の懐の深さ。
抜群のおいしさで、見目麗しく、風土に根ざして、ビックリもある。
「鯛の浜焼き」は、四拍子そろった秘蔵の逸品だ。

冬はお歳暮、春には就職や
進学祝いの贈り物として注
文があるという。お食い初め
や、喜寿・米寿のお祝いにも。
鯛の腹で蒸された卵は、弾力
ある食感で鯛の風味がほん
のり。卵だけ買いたいという
人もいるクセになる味。

8                                 7

※文中の鯛の浜焼きの製法は、
　「おさかな工房まるせん」のものです。



10                            9

ち
ち
ぶ
　
が 

は
ま

だ
い
ご 

み

やさしい風景と
　温かい人に包まれる香川県。

知
事
　
2
0
2
5
年
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
、耳
が
聞
こ
え
な

い
・
聞
こ
え
に
く
い
ア
ス
リ
ー
ト
の
た
め
の
国
際
総
合
ス

ポ
ー
ツ
大
会
に
お
い
て
、デ
フ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
代
表
選
手

と
し
て
団
体
戦
で
史
上
初
と
な
る
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
片

山
結
愛
選
手
。ま
ず
は
金
メ
ダ
ル
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

片
山
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。今
回
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ

ク
は
、初
の
日
本
開
催
、
さ
ら
に
1
0
0
周
年
と
い
う
こ
と

で
、皆
さ
ん
に
注
目
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
と
同
じ
京
王
ア
リ
ー
ナ
T
O
K
Y
O
の
コ
ー
ト

に
立
て
た
こ
と
。
そ
し
て
、大
勢
の
観
客
に
囲
ま
れ
て
プ

レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
は
、一
生
の
思
い
出
に
な
り

ま
し
た
。選
考
会
の
時
か
ら
、試
合
会
場
や
パ
ブ
リ
ッ
ク

ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
応
援
し
て
く
だ

さ
っ
た
こ
と
が
力
と
な
り
頑
張
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
も
ボ
ー
ド
や
国
旗
を
振
っ
て
懸
命
に
応
援
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
応
援
の
力
っ
て
す
ご
い
」と
感
じ
さ
せ
て

く
れ
た
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
し
た
。

知
事
　
そ
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
舞
台
に
導
い
た
、片
山
さ

ん
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
人
生
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
山
　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
始
め
た
の
は
小
学
3
年
生
の
時
で

し
た
。2
歳
下
の
弟
と
友
人
と
一
緒
に
地
元
綾
川
町
の
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
に
参
加
し
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。元
々
ス

ポ
ー
ツ
が
好
き
な
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、人
工
内
耳
と
補

聴
器
を
着
用
し
て
い
る
の
で
、そ
れ
に
当
た
っ
て
も
危
な
く

な
い
と
い
う
の
が
、大
き
な
理
由
で
し
た
。で
き
な
か
っ
た
こ

と
が
ど
ん
ど
ん
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
が
楽
し
く
て
、大
学

ま
で
続
け
て
12
年
に
な
り
ま
す
。バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
対
人
競

技
で
相
手
と
の
駆
け
引
き
が
面
白
く
、相
手
の
思
い
通
り
に

は
さ
せ
ず
、自
分
の
や
り
た
い
プ
レ
ー
を
貫
く
醍
醐
味
が
あ

り
ま
す
。1
日
に
何
試
合
も
行
う
競
技
な
の
で
、
い
か
に
体

力
を
温
存
し
て
勝
ち
上
が
る
か
が
重
要
で
す
。体
力
づ
く
り

の
た
め
に
、2
0
2
3
年
の
世
界
選
手
権
出
場
か
ら
ウ
エ
ー

ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。最

初
は
筋
力
を
つ
け
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
し
た
が
、今
は

体
の
使
い
方
、可
動
域
を
広
げ
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
ま
す
。

腹
圧
を
鍛
え
て
体
の
軸
を
し
っ
か
り
と
さ
せ
、確
実
に
止

ま
っ
て
素
早
く
動
き
、ミ
ス
の
少
な
い
プ
レ
ー
を
目
指
し
て

い
ま
す
。

知
事
　
デ
フ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ら
で
は
の
難
し
さ
や
楽
し
さ

も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
。

片
山
　
私
は
3
歳
の
時
に
右
耳
に
電
極
を
埋
め
込
み
電
気
信

号
を
送
る
手
術
を
し
て
い
ま
す
。左
耳
は
補
聴
器
を
装
着
し
、

高
校
生
ま
で
は
そ
の
状
態
で
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、デ
フ
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
で
は
、全
員
が
補
聴
器
や
人
工
内
耳

を
外
し
て
プ
レ
ー
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。私
の
場
合
は
、

飛
行
機
の
エ
ン
ジ
ン
音
や
電
車
の
音
も
聞
こ
え
な
い
状
態
に

な
り
ま
す
。最
初
は
バ
ラ
ン
ス
も
取
り
に
く
く
、
ダ
ブ
ル
ス

で
は
声
を
掛
け
合
え
な
い
の
で
ラ
ケ
ッ
ト
が
ぶ
つ
か
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、今
ま
で
と
は
違
う
難

し
さ
を
克
服
し
て
い
く
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。例
え
ば
音
で

判
断
で
き
な
い
の
で
、シ
ョ
ッ
ト
の
高
さ
を
変
え
て
、前
衛
が

シ
ャ
ト
ル
を
見
て
次
の
動
き
を
す
る
時
間
が
作
れ
る
よ
う
工

夫
し
ま
す
。最
初
は
自
分
の
得
意
な
ド
リ
ブ
ン
ク
リ
ア
※

を
生

か
せ
な
い
と
悩
み
ま
し
た
が
、そ
れ
よ
り
も
確
か
な
ラ
リ
ー

で
1
点
を
取
る
こ
と
、仲
間
と
連
携
す
る
こ
と
が
大
切
な
の

で
す
。そ
の
た
め
に
、高
校
時
代
ま
で
使
っ
て
こ
な
か
っ
た
手

話
も
学
び
ま
し
た
。

知
事
　
で
は
話
題
を
変
え
て
、香
川
県
の
好
き
な
食
べ
物
や

場
所
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
山
　
や
っ
ぱ
り
好
き
な
食
べ
物
は
う
ど
ん
。特
に
釜
玉

う
ど
ん
が
好
き
で
す
ね
。車
の
免
許
を
取
っ
た
の
で
、西
は

父
母
ヶ
浜
や「
天
空
の
鳥
居
」で
知
ら
れ
る
高
屋
神
社
、東
は

K A T A Y A M A  Y U M E

片山 結愛   　池田 豊人　　
I K E D A  T O Y O H I T O

知事対談

綾川町出身。生まれつきの難聴で、右耳に人工内耳、左耳
に補聴器を着けて生活している。小学校3年生からバドミ
ントン、高校3年生の時に本格的にデフバドミントンを始め
た。初出場となった「2022日本ろう者ランキングサーキット
大会」で女子シングルス優勝、女子ダブルス準優勝を果た
し、東京2025デフリンピックのバドミントン混合団体戦で
は金メダルを獲得。

屋
島
に
と
、香
川
県
の
あ
ち
こ
ち
を
訪
ね

て
い
ま
す
。何
よ
り
私
は
田
ん
ぼ
の
中
で

育
っ
た
の
で
、帰
っ
て
く
る
と
田
ん
ぼ
や
た
め
池

の
風
景
に
癒
や
さ
れ
ま
す
。穏
や
か
な
香
川
の
風
景
を
見
る

と
気
持
ち
が
落
ち
着
き
ま
す
。そ
れ
に
人
が
温
か
い
。高
松
の

商
店
街
で
は
、待
ち
合
わ
せ
を
し
て
な
く
て
も
知
っ
て
い
る

人
に
よ
く
出
会
う
の
で
す
が
、皆
さ
ん
温
か
く
声
を
掛
け
て

く
れ
ま
す
。そ
う
い
う
ぬ
く
も
り
を
い
つ
も
感
じ
て
い
ま
す
。

知
事
　
偶
然
に
知
り
合
い
に
会
う
と
い
う
の
は
、コ
ン
パ
ク

ト
な
香
川
県
な
ら
で
は
の
魅
力
で
す
ね
。で
は
、最
後
に
次
の

目
標
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

片
山
　
今
回
の
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
多
く
の
注
目
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。こ
れ
を
2
0
2
9
年
の
ア
テ
ネ
大
会
ま
で
継

続
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
、私
た
ち
選
手
自

身
が
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
な
ど
の
活
動
を
通
じ
て
、も
っ
と

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
認
知
度
を
上
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。個
人
的
な
目
標
と
し
て
は
、
ア
テ
ネ
大
会
で
団
体

戦
と
共
に
個
人
戦
で
も
金
メ
ダ
ル
を
取
る
こ
と
で
す
。ま
た
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
耳
が
聞
こ
え
な
い
子
ど
も
た
ち
や
そ

の
ご
家
族
、生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
て
い
る
人
々
に
自
分
の
活

動
を
見
て
も
ら
っ
て
、何
か
の
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。両
親
を
は
じ
め
、た
く
さ
ん
の
人
に
支
え

て
も
ら
っ
た
恩
返
し
が
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
年

か
ら
社
会
人
に
な
り
ま
す
が
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、自

分
ら
し
く
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
向
き
合
っ
て
結
果
を
残
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

知
事
　
期
待
し
て
い
ま
す
よ
。練
習
が
大
変
だ
と
は
思
い
ま

す
が
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
つ
も
り
で
、時
々
は
香
川
県
に

帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。 東

京
2
0
2
5
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
混
合
団
体

金
メ
ダ
リ
ス
ト

片
山 

結
愛

香
川
県
知
事

池
田 

豊
人

聞
こ
え
な
く
て
も

熱
い
応
援
が
わ
た
し
の
チ
カ
ラ
。

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
す
る
つ
も
り
で

香
川
に
帰
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

※自陣コートから相手コートのエンドライン付近に向けて、
  低い弾道で相手コートの奥を狙うショット。



京都時代に生まれた山型のペン
ケースは山に囲まれた風景にイン
スピレーションを受けた。

ヒト
×
モノ

讃岐
デザイン
SANUK I   D E S I G N
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製品は全て小西さん自身が手作業で
仕上げる。一点一点異なる柄の出方
が個性になる。

身近な風景が独自の視点で新しい魅
力になる「SANUKI Textile」

観音寺商店街に色を添えるフラッ
グ。春風にはためきながら、お客さま
を迎える。

オリジナルデザインの「SANUKI 
Tex t i l e」から手作りで生まれる
「grasspool」の製品たち。

会
話
が
生
ま
れ
る

   
デ
ザ
イ
ン
。

1985年　香川県観音寺市生まれ。
2008年　京都嵯峨芸術大学デザイン学科 卒業。
2008年　徳島の椅子工房勤務、ミシン縫製を担当。
2011年　活動の拠点を京都に移動、「grasspool」始動。
2024年　香川県観音寺市に工房兼店舗「Pod．」を開設。

小西 弘恵
grasspool

香川県の西端、観音寺市の商店街にある「Pod．」。
ガラス張りの明るい店舗は、小西さん自作の家具な
どが置かれたセンスの良い空間に整えられている。

香川県観音寺市観音寺町甲1160-8四国人形ビル1F
TEL 090-4785-5019
https://www.instagram.com/grasspool_pod/

　
小
西
さ
ん
は
、京
都
の
大
学
で
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ

ン
を
専
攻
し
木
工
に
打
ち
込
む
。卒
業
後
は
徳
島
県

の
椅
子
工
房
に
就
職
。布
張
り
の
椅
子
を
扱
う
な
ど

し
て
い
る
う
ち
に
、学
生
の
頃
か
ら
抱
い
て
い
た
布

へ
の
興
味
が
さ
ら
に
高
ま
っ
た
。椅
子
工
房
の
仕
事

仲
間
と
個
展
を
計
画
、山
型
の
ペ
ン
ケ
ー
ス
な
ど
を

制
作
し
「
g
r
a
s
s
p
o
o
l（
グ
ラ
ス
プ
ー
ル
）」
と

い
う
ブ
ラ
ン
ド
名
が
生
ま
れ
た
。
グ
ラ
ス
は
芝
生
、

プ
ー
ル
は
水
た
ま
り
を
意
味
す
る
。身
の
回
り
の
見

慣
れ
た
風
景
を
テ
ー
マ
に
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
と
い
う

ブ
ラ
ン
ド
コ
ン
セ
プ
ト
を
表
現
し
た
。

　
そ
の
思
い
は
今
も
変
わ
ら
な
い
。椅
子
工
房
を
退

職
後
、京
都
で
活
動
を
開
始
し
た
小
西
さ
ん
は
、京
都

で
は
京
都
の
、香
川
で
は
香
川
の
身
近
な
風
景
を
モ

チ
ー
フ
に
、布
地
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
絵
柄
、小
物
で
は

ユ
ニ
ー
ク
な
フ
ォ
ル
ム
を
生
み
出
す
。
例
え
ば
、

「
S
A
N
U
K
I 

T
e
x
t
i
l
e
」
と
名
付
け
ら
れ
た

シ
リ
ー
ズ
の
模
様
に
は
、香
川
が
誇
る
松
盆
栽
、郷
土

料
理
の
し
ょ
う
ゆ
豆
、瀬
戸
内
海
で
育
っ
た
い
り
こ
、

ふ
る
さ
と
観
音
寺
市
の
風
景
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
も

の
な
ど
が
描
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
生
き
生
き
と
布
の

上
で
踊
る
。こ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
模
様
の
布
か
ら
、バ
ッ
グ

や
ク
ッ
シ
ョ
ン
カ
バ
ー
、エ
プ
ロ
ン
な
ど
次
々
と
暮
ら
し

を
彩
る
製
品
が
生
ま
れ
て
い
る
。

　
生
ま
れ
故
郷
に
戻
り
、駅
と
港
を
結
ぶ
商
店
街
に

開
い
た
店
「
P
o
d.
」
に
は
、
そ
ん
な
商
品
が
並
ぶ
。
こ

の
地
に
帰
っ
て
き
た
理
由
を
尋
ね
る
と
、「
実
店
舗
を

持
ち
た
い
と
思
っ
た
と
き
、京
都
に
い
る
必
要
性
を

感
じ
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
の
商
店
街
で
地
域
の
人
と

関
わ
り
な
が
ら
仕
事
を
す
る
こ
と
に
魅
力
と
可
能
性

を
感
じ
ま
し
た
」
と
迷
い
な
く
答

え
た
。身
近
な
も
の
を
モ
チ
ー
フ
に

す
る
こ
と
で
、
こ
の
地
で
共
に
住

ん
で
い
る
人
に「
こ
こ
の
風
景
は

こ
ん
な
ふ
う
に
見
え
る
ん
だ
」「
気

付
か
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
い
い
と
こ

ろ
に
住
ん
で
い
る
ん
だ
」
と
、再
発
見
し
て
も
ら
え
る

よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
を
目
指
し
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

説
明
さ
れ
て「
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
ね
」
と
気
付
く
程
度

の
抽
象
度
に
こ
だ
わ
り
、「
こ
こ
に
島
の
シ
ル
エ
ッ
ト

が
隠
れ
て
い
る
」
な
ど
と
、会
話
が
生
ま
れ
る
よ
う
な

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
に
な
れ
ば
と
語
る
。

　
そ
の
陰
に
は
、「
自
分
が
得
意
な
こ
と
で
誰
か
の
役

に
立
ち
た
い
」
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
ル
ー
ツ

を
た
ど
れ
ば
、独
学
で
一
級
建
築
士
を
取
得
し
宮
大
工

の
腕
で
人
々
に
感
謝
さ
れ
て
い
た
祖
父
や
自
営
業
で

地
域
に
役
立
つ
両
親
の
姿
が
あ
る
と
い
う
。今
後
は
、

※ テキスタイルは、「布」「織物」「生地」「繊維」などを指す言葉。アパレルやインテリアで使われる生地全般を指すことが多い。

grasspool STUDIO SHOP  Pod. 

自
分
以
外
の
作
品
も
置
く
セ
レ
ク
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
し

た
り
、
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
た
り
と
、多
く
の
人
と
関

わ
る
場
所
と
し
て
商
店
街
に
店
を
構
え
続
け
た
い

と
願
う
。

　
す
で
に
、
こ
の
商
店
街
の
な
く
て
は
な
ら
な
い

人
に
な
っ
て
い
る
小
西
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
フ

ラ
ッ
グ
が
、光
を
浴
び
て
街
を
彩
っ
て
い
た
。

小
西 

弘
恵

テ
キ
ス
タ
イ
ル

見
慣
れ
た
香
川
県
の
風
景
や
モ
チ
ー
フ
を
デ
ザ
イ
ン
す
る

「
S
A
N
U
K
I 

T
e
x
t
i
l
e（
讃
岐
テ
キ
ス
タ
イ
ル
※
　

）」。

こ
の
新
た
な
視
点
を
も
っ
て
、香
川
県
観
音
寺
市
の
商
店
街
に

工
房
兼
店
舗「
P
o
d
．」を
開
い
た
小
西
さ
ん
。

洗
練
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
生
ま
れ
る
背
景
を
伺
っ
た
。

ポ
ッ
ド

か
ん
お
ん 

じ



　国の特別名勝に指定
されている栗林公園で
は、春の夜を彩るライト
アップを開催します。
　園内約300本の桜が花
明かりとなり、頭上を覆う
桜のトンネルや湖面に映
り込む幻想的な光景を
楽しむことができます。

また、約千本の松や多彩な樹木も光と影の陰影により昼間とは異なる
立体感のある力強い姿を鑑賞いただけます。
　美しい庭園美と夜桜のライトアップが織りなす幻想的な空間で、心

癒やされるひとときをお過
ごしください。皆さまのお
越しを心よりお待ちしてお
ります。

さ ぬ き 野 い ん ふ ぉ め ー し ょ んI N F O R M A T I O N

さぬき野 春 No.92　令和8年3月15日発行
企画・発行 ： 香川県広聴広報課
編集・制作 ：  （株）中国四国博報堂 

漆器プレート
（さぬきうるしSinra）

春の琴平は、どこか懐かしくてちょっと新しい。
のんびり寄り道歩きを楽しみながら、あなたの
とっておきを探してみてはいかがでしょうか。

編集長

KAGAWA
EHIME
SETOUCHI
SHUN SAI KAN

〒105-0004 東京都港区新橋2-19-10新橋マリンビル1・2階
https ://www.setouch i -shunsa ikan .com
香川県・愛媛県共同アンテナショップ運営協議会 TEL03-3574-2028

※記念キャンペーンの詳細については、公式LINEの配信メッセージでお知らせします。

東京・新橋
アンテナショップ

1F特産品ショップ、2F郷土料理レストラン、
観光情報コーナーで香川の旬をぜひどうぞ。

おかげさまで開館23周年

県産オリーブオイルフェアを開催

　旬彩館は平成15年3月25日の
開館以来、多くの方々にご来館
いただき、昨年10月には、来館
者1，000万人を達成することがで
きました。今後とも、首都圏におけ
る香川の情報発信拠点として、皆
さまにご愛顧いただけるよう取り組んでまいります。
　その一環として、今年3月25日（水）には開館23周年
を迎えることから、感謝の意を込めて記念キャンペーン
を実施します。キャンペーン期間中、一定金額以上の
商品をお買い上げ、またはご飲食をされた方が使える
割引クーポンを公式LINEで抽選により配布します。ぜ
ひ、割引クーポンを使って、お買い物などをしていただ
き、香川の旬をお楽しみください！

「香川のものづくり」の魅力を発信！

【藤巻百貨店×香川県】オンラインで販売イベントを開催

　男木島の北端に1895（明治28）年に建設さ
れた男木島灯台は、13 0周年を迎えた現役の
灯台施設です。灯台の他に、灯台を管理してい
た吏員（通称：灯台守）が暮らしていた旧吏員
退息所や管理に必要な用具などが保管され
ていた旧第一物置など、建設時に整えられた
施設が良好に保存されていたため、灯台と合わ
せて付属施設も重要文化財に指定されました。
　男木島灯台は、現在では全国に3基しかない
自然石の風合いを生かした無塗装灯台としても
価値が高く、地元産の花こう岩の品質の高さを
示すと共に美しい石の質感が周囲の景観に映
え、全国屈指の美灯台としても知られていま
す。外観の美しさばかりではなく、灯台内部に
も同質の石の螺旋階段が設置されており、石材の産地にふさ
わしい技術力の高さで地元の石工が灯台建設を支えていたこ
とを感じられます。

瀬戸内海の安全を守る美灯台

重要文化財「男木島灯台」

1F・2F

1F

　厳選した“日本の逸品”のみを扱う通販サイト「藤巻百貨店」
で、香川県とのコラボ企画「挑戦する6つの風～工芸と産業を
めぐるツーリズム～」を開催中です。
　当企画では、藤巻百貨店の審美眼と知見を活かして「香川
漆器」や「水引」などの香川の伝統工芸・地場産品から新たな
商品を生み出しました。開発した商品はオンラインで購入可
能です。

　香川の歴史や文化、職人の技や革新的なものづくりの魅力
を再発見できるラインナップになっています。この機会にぜひ
特設サイトをご覧ください！

行こう、戻ろう香川へ

移住・転職相談を受付中！

光と桜が彩る「お庭の国宝」

特別名勝 栗林公園春のライトアップ

【特設サイト】
https://fuj imaki-select.com/ext/kagawa/2025/index.html

【問い合わせ】香川県県産品振興課 TEL087-832-3386

お友だち追加が
まだの方は
こちらから

【問い合わせ】 香川県教育委員会生涯学習・文化財課
                TEL087-832-3786

男木島の詳細は
こちらから

※画像提供：藤巻百貨店

水引ピンズ
（結納センターつちだ）

オリーブ帆布バッグ
（Cargo Ship）

リストウォーマー
（株式会社タナベ刺繡）

ニット手袋
（株式会社フクシン）

革手袋
（平田商店）

【問い合わせ】 栗林公園観光事務所
TEL087-833-7411

公式サイト：https://www.my-kagawa.jp/ritsuringarden

公益社団法人 ふるさと回帰・移住交流推進機構
東京都千代田区有楽町2-10-1
東京交通会館8階
TEL080-2125-1634（午前10時～午後6時）
休日：月曜、火曜、祝日、年末年始など

香川県東京人材Uターンコーナー
東京都千代田区平河町2-6-3
都道府県会館9階 香川県東京事務所内
TEL03-5212-9100
（平日午前8時30分～午後5時15分）
休日：土曜、日曜、祝日、年末年始

香川県大阪人材Uターンコーナー
大阪府大阪市中央区東心斎橋1-18- 24
クロスシティ心斎橋4階 香川県大阪事務所内
TEL06-6281-1661
（平日午前8時30分～午後5時15分）
休日：土曜、日曜、祝日、年末年始

※桜の開花状況によっては、開催時期が変更となる
   ことがあります。
※最新の情報は、ホームページでご確認ください。

開催日程：3月27日（金）～4月5日（日）
ライトアップ時間：午後6時～9時
（最終入園は午後8時30分まで）

　県外在住の皆さん、東京や
大阪でも香川県への移住や
UJIターン就職の相談を受け
付けています。ご希望の相談
方法（対面またはオンライン）
をお選びいただけます（無料・
要予約）。社会人の方から学
生の方まで、まずはお気軽に
お問い合わせください。

かがわ移住ポータルサイト
「かがわ暮（ぐ）らし」はこちら
https://www.kagawal i fe. jp/

　3月27日（金）から29日（日）までの3日間、1階ショップ
内において、県産オリーブオイルフェアを開催します。
　期間中は、香川県内で栽培さ
れているオリーブの木から収穫
された果実のみを原料として、プ
レミアム基準に適合し、県の認定
を受けたエキストラバージ
ンオリーブオイルの試飲販
売も行いますので、ぜひこの
機会に、香川の誇る高品質
なオリーブオイルをご賞味
ください。

　ぜひ一度、「日本の灯台50選」にも選ばれてい
る男木島灯台へ足を運んでみてください。
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（注）掲載のイベントは、中止または内容に変更が生じることがあります。


